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空間光変調器（SLM）に表示する球面位相分布を切り替えながら取得された 0 次元信号から空

間的な 3 次元イメージングが可能なモーションレスオプティカルスキャニングホログラフィ

（MOSH）[1] が提案されている．しかし，MOSH では再構成像に重畳する 0 次光や共役光とい

った不要光成分を除去するために 4段階位相シフト法 [2] を適用しており，位相バイアスを段階

的にシフトした四つのホログラムが必要であることから，膨大な測定回数が必要であった．また，

MOSHでは位相の基準となる参照光がないため，物体による位相変化量を取得することが困難で

あった．これらの問題を解決するために，本研究では二光束干渉計型オフアクシスコンピュテー

ショナルスキャニングホログラフィを提案する．提案手法は一つのホログラムから物体の複素振

幅分布を取得できる． 

提案手法の概念図を Fig. 1 に示す．平面波を二光路に分波し，一方の光路の平面波を球面位相

分布を表示した SLMにより球面波に変調し，物体に照射する．この物体光ともう一方の平面波を

干渉させ，その強度総和をフォトダイオードで取得する．この強度測定を SLMに表示する球面位

相分布の中心位置を走査しながら繰り返す．このとき，球面位相分布の中心位置に対応して線形

的に変化する位相バイアスを球面位相分布に与える．これらの操作により得られた強度群を球面

波の中心位置に対応するように二次元的に配列することでホログラムが取得される．このホログ

ラムには与えた位相バイアスにより搬送波周波数が重畳するため，オフアクシス法と同様にフー

リエ縞解析に基づいて再構成処理をすることで物体の複素振幅分布を取得できる． 

提案手法の原理検証実験をおこなった．本実験では，部分的にスライドガラスを重ねた円形開

口を物体に用い，計測領域内で異なる位相分布となるようにした．原理検証実験の結果を Fig. 2

に示す．Fig. 2より円形開口が円形の振幅透過率分布としてあらわれており，また，その円形領域

内のスライドガラスを重ねた部分と重ねていない部分で異なる位相分布があらわれていることが

わかる．したがって，提案手法により物体の複素振幅分布を取得できることが示された． 
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Fig. 1: Schematic diagram of our proposed method 

Fig. 2: Experimental result 
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